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バトンは令和2年10月2日に認定NPO法人となりました。寄付をしていただけると
ご寄付に伴う税制上の優遇措置が受けられます。( ※P21) 1

２０20年度 独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業



事業活動内容

①★バトン市民後見人養成講座

②★法人後見事業
法定後見人活動
任意後見契約

③★支援者のための勉強会と事例検討会 （バトンゼミナール）

④★成年後見等に関する相談（津久見市ふれあい交流センター）
◎バトン何でも相談会：医療・福祉・介護保険・障がい・消費者被害
労務関連等各種専門職が一堂に会し、相談を受けます。（不定期）

⑤★バトンカフェ（臼杵商工会議所1階 / 下ノ江ふれあいセンター）

⑥★体制整備勉強会と検討会

⑦★権利擁護の実態調査アンケート調査

⑧◎バトン見守りたい事業

⑨バトン図書館

⑩バトン講師派遣事業

⑪総合相談(随時何でも相談)

⑫行政職員・専門相談員・ケアマネ・ケアスタッフのための相談窓口

私たちは、お互いが思いやりをもって協働しあう
心あたたまる地域づくりを目指します。
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①★バトン市民後見人養成講座
ＷＡＭネット助成事業(社会福祉振興助成費補助金：国庫補助金)

金 圓景さん 社会福祉士
（明治学院大学社会学部社会福祉学科准教
①「支援者として高齢者の理解と接し方を
学びより良い支援につなげていく」

姫野るみさん 消費生活専門相談員
全国消費生活相談員協会九州支部運営委員

大分家庭裁判所家事調停委員
②「消費者被害の現状を知り、その対応方法を

学び、支援につなげていく」

多田啓子さん 認定歯科衛生士

③「フレイルが及ぼす心身への影響と
支援者としての関わりを学ぶ」

佐藤彰一さん 弁護士
國學院大学法学部教授 as-j代表

相模原事件｢津久井やまゆり学園｣神奈川県第３者委員会委員長

⑯「権利擁護支援者としての意思決定支援」

竹内俊一さん 弁護士
竹内法律事務所代表

NPO法人意思決定支援センタービーユー代表
厚労省意思決定支援研修プログラムWG委員

⑮「権利擁護支援の実践」
～未成年・成年後見の受任の経緯や支援の現状～

山内勇人さん 感染制御医師
在宅支援クリニックえがお 代長

一般社団法人共生社会実現サポート機構とんとん代表

⑥「感染防止対策」
～正しく知り、正しく対応する力を身につけて支援をしましょう～

河野将也さん 認定司法書士
ときわ司法書士事務所代表

リーガルサポート大分支部副支部長
⑭「これからの成年後見制度」

住田敦子さん 社会福祉士
尾張東部権利擁護支援センター長

成年後見制度利用促進専門家会議委員（厚生労働省）

⑬「法人後見事業と権利擁護支援の実践」

高橋智秀さん 社会福祉士
社会福祉法人みずほ厚生センター法人本部事務局

公益社団法人大分県社会福祉士会 監事
日本福祉大学非常勤講師 別府大学非常勤講師

⑰「障がい者の理解と支援者としての関わり」

平野隆之さん
日本福祉大学大学院教授

日本福祉大学権利擁護研究センター代表
⑧「地域福祉とマネジメント」

上田晴男さん 社会福祉士
一般社団法人支援の思想研究会理事長

日本福祉大学権利擁護研究センター研究員(嘱託)
尾張東部権利擁護支援センターアドバイザー

関西学院大学非常勤講師(「権利擁護と成年後見」を担当)

⑦「高齢者虐待(在宅と施設)と
行政対応後見人ができると」

玉木幸則さん 社会福祉士
一般社団法人兵庫県相談支援ネットワーク代表

内閣府障害者政策委員会委員
NHK Eテレ みんなのためのバリアフリーバラエティ｢バリバラ｣に

レギュラー出演中

⑤「障害のある人もない人もともに
生きていくことができる街づくり」

～障がい当事者として、そして福祉専門職として『防災』を考える
～

玉木幸則さん 社会福祉士
一般社団法人兵庫県相談支援ネットワーク代表

内閣府障害者政策委員会委員
NHK Eテレ みんなのためのバリアフリーバラエティ｢バリバラ｣
にレギュラー出演中

④支援者として考える
｢ソーシャルインクルージョンをめざして｣
～さらなる意思決定支援の展開～

山内勇人さん 精神科医
在宅支援クリニックえがお 代長

一般社団法人共生社会実現サポート機構とんとん代表
精神科医

⑨「認知症との向き愛方と支援方法」

山内勇人さん 内科・精神科医
在宅支援クリニックえがお 代長

一般社団法人共生社会実現サポート機構とんとん代表
精神科医

⑩「住み慣れた地域での生活をつづけること
ともに生きること」

～関わる私たち支援者が、中心にもつ理念～

上田晴男さん 社会福祉士
一般社団法人支援の思想研究会理事長

日本福祉大学権利擁護研究センター研究員(嘱託)
尾張東部権利擁護支援センターアドバイザー

関西学院大学非常勤講師(「権利擁護と成年後見」を担当)

⑪「障がい者虐待(在宅と施設)と行政対応」

上田晴男さん
一般社団法人支援の思想研究会理事長

日本福祉大学権利擁護研究センター研究員(嘱託)
尾張東部権利擁護支援センターアドバイザー

関西学院大学非常勤講師(「権利擁護と成年後見」を担当)

⑫成年後見制度と権利擁護支援についての基本

全国から秀逸な講師の方にお願いしました
リアルとオンライン（Zoom）
のハイブリット方式で開催 ‼

受講は無料で、市内外問わず、広域で受講生を募集しました。
コロナ禍の中、感染防止を図るため会場はできるだけ蜜を避け、
安全に受講していただくため、リアルとオンラインのハイブリット方式で開催しました。
例年通りの時間量には及びませんでしたが、全国から秀逸な講師陣にお願いすることが
でき、大変質の高い内容となりました。
大分市、日出町、臼杵市、津久見市から計２０名の応募があり、修了者１０名
登録者１０名となり、現在の登録者総数は４２名です。
今後も質の髙い人材の育成に努め被後見人等の意思決定支援をはかっていきます。
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②法人後見事業
疾患別

認知症
1

知的
障がい者 3

精神
障がい者 3

累計別

補助 3

保佐 1

後見 3

申立時地域別

佐伯市 1

津久見市 4

臼杵市 2

現時点での
地域別

佐伯市 1

津久見市 1

臼杵市 3

大分市 2

性別

男性 2

女性 5

年齢別

５０代 1

６０代 3

７０代 2

８０代 1

支援方法別（延べ件数）

電話 569

訪問 178

来所 8

メール 28

郵送 43

家族支援 33

その他 26

合計 885

居住地

在宅 2

施設 3

病院 2

ケア会議

転所支援

被後見人等の親族の
ご法事に参列

受診同行

退院前家屋調査同席

4在宅支援

ＷＡＭネット助成事業(社会福祉振興助成費補助金：国庫補助金)



③バトン勉強会と事例検討会

④令和３年１月３０日

地域の質の良い支援者の育成を目的に、リアルとオンラインのハイブリット方式で開催しました。

対象者：法人内支援員のフォーローアップ研修、行政職員、地域の相談員、社会福祉士、ケアマネ
医療・福祉従事者、権利擁護支援者、社会貢献活動に関心のある一般市民等

ＷＡＭネット助成事業(社会福祉振興助成費補助金)

①６月２６日

②７月１０日

③８月３日

無料！

参加者 ① ２７人
② ３４人
③ ５６人
④ １６人

合 計１３３人
累計１５回２５６人

参加者間の名刺交換や講師と
行政職員との交流もあります

会場には大分市や日出町から
リモートでは愛媛からも参加が
ありました。

医師・弁護士・保健師・社会福祉士・看護師・大学教員・理学療法士
ケアマネ・行政職員（市職員・県職員）・作業療法士など、多くの
専門職から一般市民の方までご参加いただきました。

会場には佐伯市・大分市・別府市
から参加があり、リモートでは東
京・岡山県・国東・大分・佐賀関か
ら参加がありました。

難しい法律をわかりやすく
解説していただき
大好評でした。

正しい知識のもと
で感染対策をとる
ことの大切さがわ
かりました。

目からうろこ！
そうなんだあ！
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④★相談ブースの開設(主に成年後見制度)

ＷＡＭネット助成事業(社会福祉振興助成費補助金)

◎バトン何でも相談会： 令和２年１２月２０日 津久見市ふれあい交流センター

毎月第４水曜日開催

津久見市ふれあい交流センター

相談回数：10回/３5回
相談件数：23件（電話11件含む）
累計： 80件

毎日の生活の中で、法律や福祉について困っていること、悩んでいること、『なんでも相談会』

では高齢の方や障がいのある方が、安心して地域で生活できるように、法律や福祉などについて

のご質問・ご相談、虐待や権利侵害に関するご相談などをお受けしました。

★私たちが相談をお受けしました。

弁護士、司法書士、社会福祉士、精神保健福祉士

行政書士、保健師、看護師、社会保険労務士 、認知症ケア

専門士、消費生活専門相談員、主任介護支援専門員 等々

対応相談員

弁護士・保健師・生活支援コーディネー
ター・認知症地域支援推進員

対応相談員
社会保炎労務士・消費生活専門相談員

対応相談員
社会福祉士・司法書士・行政書士

対応相談員
弁護士・消費生活専門相談員

相談件数５件 （津久見市4件・臼杵市・1件）

相談内容は、隣接の境界や崩落した崖の修理費、障がいと
仕事・休業保障、認知機能の低下と介護・費用、債権回収な
どおひとりがいくつもの困りごとを抱えている案件が多く、領
域を超えた専門職が必要に応じ、複数人で相談を受けること
で、より良い解決へ向け対応をさせていただきました。

相談無料！
事前予約
必要なし！

相談の時間
制限なし！

共催：津久見市
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⑤バトンカフェ定期

心地よい居場所づくりと顔と顔の見える関係づくりの中で、ちょっとした困りごとから法的な問題解決まで幅広く支
援を受けることができ、だれもが温かな関係性の中で笑顔での暮らしが実現できることを願って開催しています。

毎月第2日曜日：臼杵商工会議所1階フロア(定期) 下ノ江ふれあい交流センター（不定期）

※今年はコロナ禍で津久見会場が利用できませんでした。

◎バトンカフェで「なんでも相談会」を開催し保健・医療・福祉権利擁護に関する相談全般を随時受付けています。

感性制御専門医から指導を
受け万全を期して開催しました

ＷＡＭネット助成事業(社会福祉振興助成費補助金)

7

＊チラシは市役所・市社協･早稲田イーライフ臼杵
下ノ江駅・下ノ江ふれあいセンター等に
配布しています。
バトンホームページにも掲載しています。

子どもたちと
笑いヨガ

すべてに
アルコール消毒

ハンドケアで癒されていました☆

マスク着用ですが、
外での笑いヨガは
ストレス解消に
なります☆ 扇風機とサーキュレーター

設置



⑤バトンカフェ ｉｎ下ノ江

自作の人形かーこちゃんで
楽しくお話をしてくれました

8

熟練の
ハーモニカ演奏で

みなさんの心を和やか
にしてくれました

下ノ江ふれあいセンター前には
テーブルと椅子があります

真っ青な空のもとでする笑いヨガは
とても気持ちの良いものです

衛生に気を付けて
美味しいカレーをいつも作ってくれています☆

ＷＡＭネット助成事業(社会福祉振興助成費補助金)



⑤バトンカフェ
心地よい居場所づくりと顔と顔の見える関係づくりの中で、ちょっとした困りごとから法的な問題解決まで幅広く

支援を受けることができ、だれもが温かな関係性の中で笑顔での暮らしが実現できることを願って開催しています。

毎月第2日曜日：臼杵商工会議所1階フロア(定期) 下ノ江ふれあい交流センター（不定期）

※今年はコロナ禍で津久見会場が利用できませんでした。

◎バトンカフェで「なんでも相談会」を開催し保健・医療・福祉権利擁護に関する相談全般を随時受付けています。

①ためになるお話②笑いヨガ ③ハンドケア④フリーマーケット ⑤無料でカレーライスを提供⑥１００人会議(より住みやすい地域にするための意見交換会

子どもたちと
笑いヨガ

すべてに
アルコール消毒

扇風機とサーキュ
レーター設置

感性制御専門医から指導を
受け万全を期して開催しました

ＷＡＭネット助成事業(社会福祉振興助成費補助金)
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⑤バトンカフェ 定期

ＷＡＭネット助成事業(社会福祉振興助成費補助金)

ハンドケアで癒されていました。
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大学生ボランティアの受入れ

ハンドケアを
楽しみに

来られる方も

⑤バトンカフェ ｉｎ下ノ江
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○定期開催 毎月第2日曜日/11回開催（累計：47回） 参加者合計： 235人 累計参加者： 926人
○in下ノ江 8回開催（累計：18回） 参加者合計： 159人 累計参加者： 367人
○津久見・佐伯はコロナで開催できませんでした。
○in津久見０回（累計：６回） 累計参加者： 145人 ○in佐 伯 ０回（累計１回）累計参加者： 38人
合計開催数19回／累計開催数72回 / 参加者合計394人 ：累計参加者合計1,476人

衛生に
気を付けて

美味しいカレー
をいつも作って
くれています。
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カレーとアルファー米９０食配布
臼杵市と津久見市の独居や高齢者の２人暮らし、障害のある方

就労施設等へカレーとアルファー米のセットを９０食分をお配りしました。

ありがとうございます♡
助かります。

４月、５月とコロナ禍でバトンカフェを開催する場所が借りれず
少しでも何かできないかと考え、活動をおこないました。

笑顔で誰かと会って会話をして、カレーを食べて少しでも元気に
なっていただきたいと願いをこめて♡♡♡

ありがとうございます♡
人に会えて嬉しい

ばあさんと２人で
いただきます。

民生委員さん
へ託しました
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⑥★体制整備勉強会と検討委員会

国が定めた成年後見制度利用促進基本計画は、制度利用を必要とする人たちが適切に利用で

きるその体制整備を進めていくためのもので、同時に判断能力が十分でない人たちの権利擁護

支援・意思決定支援を地域で推進することを重視しています。

あわせて、 「権利擁護支援の地域連携ネットワーク」の基本的仕組みである中核機関などの

体制整備の具体的検討も、少しずつではありますがすすんでいる自治体も増えています。

そこで、すこしでもその具体化がすすむような機会にしていただきたいと願い、勉強会と検討会を

企画しました。

別府市・大分市・臼杵市・豊後大野市・臼杵市・津久見市・佐伯市の職員の方へ呼びかけ、参加

してくださいました。

バトン事務所と
京都、尾張東部
参加市町村・専門職間で
オンラインで開催しました。

① ９月２３日
②１０月２８日
③１２月１１日
④ １月１９日（R３年）

⑤ ２月２５日 （５回開催 ５９人（延べ人数））

日本福祉大学大学院教授
日本福祉大学権利擁護研究センター長

尾張東部権利擁護支援センター長
厚労省成年後見制度利用促進専門家会議委員

厚生労働省成年後見制度利用促進専門家会議の動向や尾張東部権利擁護支援センターの

広域での中核機関受託の実践状況など、両先生からご教示いただき、各市の職員のみなさまも

権利擁護の重要性の理解を深められたようです。

ＷＡＭネット助成事業(社会福祉振興助成費補助金)
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⑦★権利擁護にかんするアンケート調査
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ＷＡＭネット助成事業(社会福祉振興助成費補助金)

①あるかないか

わからない 71%

②あります
24%

③ない
4%

無回答
1%

①家庭裁判所 4% ②大分県 1%

③県社協 2%

④市町村
5%

⑤市社協
7%

⑥NPO法人

バトン 21%
⑦その他

54%

無回答 6%

①申立内容の検討
19%

②申立書作成支

援 3%

③受理面談の

支援 1%

④その他
64%

無回答 13%

①知らない
48%

②少し知っている
48%

③詳しく知って

いる 3%

無回答 1%

平成28年度に施行された成年後見制度利用の促進に関する法律に基づき､中核機関の設置が全国的に進められています。

1.中核機関は、あなたの住む市町村にありますか

(人)

①あるかないかわからない 104

②あります 36

③ない 6

無回答 1

2.中核機関の内容を知っている

(人)

①知らない 71

②少し知っている 70

③詳しく知っている 4

無回答 2

3.成年後見制度に関する相談等があったとき、引継いだまたは相談した
機関がありますか※複数回答可

(人)

①家庭裁判所 6

②大分県 1

③県社協 3

④市町村 8

⑤市社協 12

⑥NPO法人バトン 34

⑦その他 86

無回答 9

※⑦その他
相談したことがない・その経験がない・弁護士に相談した・相
談事例がない・司法書士・相談員・地域包括センター

4.成年後見に関する相談内容を教えてください

(人)

①申立内容の検討 29

②申立書作成支援 4

③受理面談の支援 2

④その他 97

無回答 19

※④その他

相談したことがない・関わったことがなくわからない・相談
事例がない・市民後見業務の費用・制度を利用提案・機
関の紹介・制度について



⑦★権利擁護にかんするアンケート調査
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ＷＡＭネット助成事業(社会福祉振興助成費補助金)

6.成年後見制度を含む権利擁護センターは必要だと思いますか

(人)

①わからない 63

②必要だと思わない 0

③必要だと思う 82

無回答 2

①わからない 43%

③必要だと思う

56%

無回答 1%

7. 6で ③必要だと思う に○をした方へお尋ねします。理由を教えてください

・高齢になり自分の将来や家族について相談したくてもどこに相談したらいいのか悩んでいる人は多いと思う。気軽に相談できる地域に密着した権利擁護支援センター

の存在は必須だとおもう。

・後見関連の相談を受けるとき等にすぐに気軽に相談でき、またその手続きについても導いてくれる(後見人にもなってくれる)機関があることは多く人の安心に繋がる

から。

・相談したり必要時どこに行ったら良いかわからないので、成年後見制度や権利擁護について気軽に相談できる場所があった方が良いと思う。・相談専門的に支援す

る所は必要だと思う

・成年後見の相談があったときに専門の邦画は言って書類の作成など手伝ってほしい。

・誰もが人生の最後まで安心して暮らし続けるために必要だと思います。

・後見人も被後見人もいろんな立場やサービス等を受けたり、意思決定をする事が大切だと思うので、その意思決定を支援するセンターは必要だと思う。

・認知や精神、独居等で見守りが必要な方に見守る人がいないケースがある。

・「専門機関」ということで利用者も安心できる可能性が高いから、でも職員の質の担保や専門機関としての理念をきちんと持ってほしい。

・ご利用の中で実際、後見制度の利用を必要とする方がいたこともあり、申立支援もしたことがあります。身近にあると相談しやすいのでいいと思います。

・家庭内にはそれぞれの事情があるので、本人を守る為には必要だとおもう。

・認知や精神、独居等で見守りが必要な方に見守る人がいないケースがある。必要な方が利用できる仕組が必要だと思う。

8. 6で ②必要だと思わない に○をした方へお尋ねします。理由を教えてください

※②必要だと思わない に○をした方は"0人"でした。

5.相談前の相談先の支援に対する期待･要望は、どのようなものでしたか
・相談相手に合わせた話をしてくれた。

・弁護士に相談する事例だった為、弁護士の勧めもありNPO法人バトンに相談し、成年後見制度に対する相談 はスムーズでした。

・特に問題はなかったが担当者が交替する際に引継ぎは丁寧に詳しくする必要性を感じました。

・書式揃えや提出場所を教えてくれました。

・相談を受けた時に今後の収入、支出のシュミレーションを行い、まだ緊急性がないことを本人が自覚し

・制度に対するささいな相談･問合せに関しても丁寧に対応してもらい、相談や連携が取りやすかったです。

・親族が関りを拒否している方だったので、市長申立へ繋がって良かった。

・費用等の説明で解決しました。

・担当の方で対応が違うことがあり、利用者に迷惑を掛けてしまったことがあった。

・他の市町村に住む方についての相談だったが、わかりやすく丁寧に教えていただいた。

・信頼している相談員だった為、次に繋げてくれる安心感があった。

・相談をするとすぐに直接面談を行ってくれたが本人が受理せず、進まなかった。

・家族が後見人になるために力をかして欲しい。

・相談内容に準じて対応をしてくれて、解決した。

9.中核機関は市町村が実施主体ですが、委託をする場合どのような機関が良いと思いますか※複数回答可

(人)

①市社協 35

②成年後見制度に詳しい団体
(法人後見事業の実績がある)

100

③その他 14

無回答 8

※③その他

①市社協

22%

②成年後見制度に詳

しい団体(法人後見事

業の実績がある) 64%

③その他

9%

無回答 5%



⑦★権利擁護にかんするアンケート調査
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ＷＡＭネット助成事業(社会福祉振興助成費補助金)

１０.権利擁護の関するご意見･ご要望等がございましたら、お書きください。

・各市にしっかりとした組織があればいいと思うが、なければ市社協では対応できない。そのような場合広域できる団体が必要だ。

・障がいに対する権利擁護に努めていきたいと思います。

・成年後見制度について知らない方やわからない方は多いかと思います。市社協が中核機関の場合は、分かりやすい看板が あった方が良いと思う。

・いろんな立場でいろんな方が成年後見を求める方、成年後見を引き受ける方がいると思います。その方々が良い環境で 助け合える権利擁護があると

良いなと思います。"

・色々と勉強していきたいと思いました。

・中核機関や権利擁護支援センターについてあまり知らない職員が多いと思うので、研修、講習会等、機会があれば来てもらい たいと思った。"

・困っている本人や将来が不安な家族は多くいるので相談できる場を多く確保してすぐに対応できた方が良いと思います。 臼杵市は相談しやすい市と思

います。

・利用される方が不安にならないようにスムーズに対応して頂けると助かります。

・権利擁護といわれても多くの人はイメージがわかないと思います。まずは、権利とは何か？を国民全体にいきわたる様な 取組み、教育が必要だと思い

ます。

・身寄りのない人や親族に問題のある人の申立がハードルが高いです。市長申立がハードルが高すぎる(特に大分市) また、相談先もわからないので利

用できづらいと思っています。"

・法律にのっとって市町村が協力していくことが大切。

・気軽に電話相談できるところがあれば良い。

・成年後見制度マニュアル集があれば参考になる。

・権利擁護とは何かが知られていないように思う。大切なことなので周知活動が必要なのでは？

・潜在的に必要な方が多くいるのではないかと考えます。

・依頼できない人もたくさんいると思います。

・まだまだ知らない県民が多いので広報を積極的に行ってもらいたい。

・啓発活動をして多くの人が権利擁護について詳しくなり、活用できる取組みをして欲しい。

11.NPO法人バトンへの要望等

・成年後見制度が必要な方が増えてくると思うので、今後も連携を強化していきたいです。

・いつもありがとうございます。

・これからも地域の子ども達の為に共に頑張っていきたい。臼杵市に生まれて良かったと思えるようお互い支えて いきましょう。"

・これからの活動に期待しています。

・ご活躍を願っております。

・センターの有無はもう少し説明が必要かと思います。自分は関係ないと思っている人が多いと思うので一般向け 啓発運動があると良いのではと思いま

す。

・バトンは、後見人講座やカフェ、勉強会等、様々な取組みをしているので、困ったときに相談しやすいですし、対応や解決力がすばらしいです。これからも

よろしくお願いします。

・バトンをもっともっと人に知って欲しい。

・バトンの名前は知っていても何をする所か知らない人いる。

・法人として存続大変でしょうが意義ある事。広域でのご活動願っています。

・息の長い活動敬服します。

・市民のかたでまだ知らない方も多いのではないかと思います。

・今回のアンケートで勉強させてもらいました。ありがとうございました。

・私も勉強不足なので、これを機に勉強したいと思いました。

・バトンの強みは、広域での対応が可能であるところだと思います。今後も各市と連携を取りながら、広報活動を 続けていければと思います。"

・バトンカフェの更なる発展に期待してます。より多くの子ども達の参加も目指してください。

アンケート調査にご協力いただきましたみなさまありがとうございました。

今後も権利擁護・意思決定支援等に関するアンケート調査をおこなって参ります。みなさまの生の声をお聞かせいただくことで、温

かなか関わりが持てる地域づくりに貢献できればと思います。専門職でも権利擁護や意思決定支援について、まだ認識不足の人がいたり

反面、日頃から権利擁護に関わっている地域住民の方が困りごとを抱えている方を自身の身におき換えて、第３者の目でフォーカスしながら

関わり、課題解決に向け協力し合いながら、お互いが助け合っている姿を目の当たりにする機会をいただいていますことに感謝しています

今日この頃です。みなさま、バトンへ遊びにお越しください。お待ちしています。
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⑧バトン見守りたい事業

バトンゼミナール・バトン市民後見人養成講座修了者が支援者として見守り支援が

必要な方のお手伝いをします。

自宅訪問：１回/月と電話での安否確認・傾聴１回/月をおこない、日常生活での悩みや

困りごとや嬉しかったことなどのお話しをゆっくり聞いたり、受診や散歩の同行などの

支援をおこないます。

おおいた成年後見権利擁護支援センター支援員・指導員・アドバイザー実績

7月分 ８月分 ９月分 10月分 11月分 12月分 1月分 2月分 合 計

勤務
日数

訪問
日数

電話
日数

勤務
日数

訪問
日数

電話
日数

勤務
日数

訪問
日数

電話
日数

勤務
日数

訪問
日数

電話
日数

勤務
日数

訪問
日数

電話
日数

勤務
日数

訪問
日数

電話
日数

勤務
日数

訪問
日数

電話
日数

勤務
日数

訪問
日数

電話
日数

勤務
日数

訪問
日数

電話
日数

支援員 12 6 6 13 6 7 17 8 9 14 9 5 15 10 5 15 9 6 15 7 8 14 8 6 115 63 52

指導員 4 4 4 4 4 4 4 4 32

アドバイ
ザー

1 1 1 1 1 1 1 1 8

合 計 17 6 6 18 6 7 22 8 9 19 9 5 20 10 5 20 9 6 20 7 8 1 8 6 155 63 52

対象者
（人数）

6 6 6 6 6 7 7 7 51

開催月 勉強会の開催

7月 長高齢社会のカギを握るフレイル（虚弱予防）

8月 認知症の理解講座

9月 権利擁護の理解講座

10月 相談支援の基本についての理解講座

11月 高齢者の病気についての理解講座

12月 SDGｓについて

1月 防災の理解について

2月 成年後見制度の活用と意思決定支援

認知症症状が見られていた方が、月１回
の訪問で仮面様顔貌から表情が柔らかく
なり、笑顔が多くなっています。

訪問介護の入浴を拒否していて、家族や
ヘルパーさんが困っていた方の自宅訪
問をして、支援員さんが声かけをおこ
なっていると落ち着いて入れるようになり
ました。

成年後見の申立につながった方もおられ
ます。

令和2年度ふるさと創生ＮＰＯ法人活動応援事業

18
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⑨バトン図書館

津久見市図書館・臼杵市社会福祉協議会・

大分絵本セラピスト 協会個人様等から

ご寄付戴いた童話や絵本、専門書など５００冊

あまりの蔵書があります。

どなたでも借りることができますので

お気軽にお立ち寄りください。

看護やケアマネ、認知症ケア専門士の

専門書もあります。

受験に備えて借りられる方もいらっしゃいます。

講師登録制で60分2万円で、

登録者が受託する事業です。

行政や各団体、事業所などに

講義名、講義内容、講師名等の

一覧表を配布して依頼を

受け日程等の調整を行います。

19
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地 域 臼杵市 津久見市 大分市 別府市 佐伯市 県外未定 合計

電話 66 38 28 11 23 6 172
来所 16 5 12 0 2 0 35
訪問 15 10 7 0 6 0 38
合計 97 53 47 11 31 6 245

⑪総合相談(随時何でも相談 延べ件数)
《成年後見に関する相談》

《相続に関する相談》
地 域 臼杵市 津久見市 大分市 別府市 佐伯市 県外未定 合計

電話 2 3 0 0 0 0 5

来所 0 0 0 0 0 0 0

訪問 0 0 0 0 3 0 3

合計 2 3 0 0 3 0 8

地 域 臼杵市 津久見市 大分市 別府市 佐伯市 県外未定 合計

電話 18 3 5 0 6 0 32

来所 2 0 0 0 0 0 2

訪問 3 2 0 0 0 0 5

合計 23 5 5 0 6 0 39

地 域 臼杵市 津久見市 大分市 別府市 佐伯市 県外未定 合計

電話 10 5 0 0 0 0 15
来所 2 0 0 0 0 0 2

訪問 5 2 0 0 0 0 7

合計 17 7 0 0 0 0 24

《相談方法別件数》

《その他の相談》

《虐待に関する相談》

《消費者被害に関する相談》

地 域 臼杵市 津久見市 大分市 別府市 佐伯市 県外未定 合計

電話 122 29 36 11 26 4 228

来所 76 17 22 2 3 0 120

訪問 28 7 6 0 5 0 46

合計 226 53 64 13 34 4 394

地 域 臼杵市 津久見市 大分市 別府市 佐伯市 県外未定 合計

電話 218 78 69 22 55 10 452

来所 96 22 34 2 5 0 159

訪問 51 21 13 0 14 0 99

合計 365 121 116 24 74 10 710

⑫行政職員・専門相談員・ケアマネ・ケアスタッフのための

相談窓口 毎週木曜日１３時～１７時 場所：バトン事務所
地 域 臼杵市 津久見市 大分市 別府市 佐伯市 県外未定 合計

電話 22 36 11 4 18 16 107

来所 3 8 2 1 3 0 17

訪問 2 4 2 0 6 0 14

合計 27 48 15 5 27 16 138
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ご寄付のお願い
※ ご寄付に伴う税制上の優遇措置について
バトンは、「認定NPO法人」です。認定NPO法人へご寄付下さった場合…

○個人の方は、所得税（国税）の計算において、所得控除または税額控除

のいずれ かを選択して確定申告を行うことにより、所得税の控除を受け

ることができます。

○法人の場合は、一般寄付金の損金算入限度額とは別に、特定公益増進法人

に対す る寄付金の額と合わせて、特別損金算入限度額の範囲内で損金算入

が認められます。

※確定申告等の詳しい手続きについては、最寄りの税務署へお問い合わせ下さい。

寄付金の送金方法について

＊郵送料・振込手数料は、ご負担願います。

○ 寄付金（現金）のご送付先

認定特定非営利活動法人おおいた成年後見権利擁護支援センター（ＮＰＯ法人バトン）

〒875-0041 大分県臼杵市大字臼杵字洲崎72-126 臼杵商工会議所1階 ☎0972-83-5930

○寄付金のお振り込み先

☆ ゆうちょ銀行 店番728 記号 17200 口座番号2536417

名義人 特定非営利活動法人おおいた成年後見権利擁護支援センター

◎領収証の発送について

ご入金が確認され次第、領収証をご送付いたします。ゆうちょ銀行の払込取扱票によるご送金

にはお名前ご住所が明記されます。申告のため領収証がご必要な場合は、もれのありませんよう、

特にご注意ください。 事務局☎0972-83-5930 fax 0972-83-7075

Mail info@osk-baton.com URL  https://osk-baton.com

会員募集

正 会 員 入会金 10,000円 年会費 10,000円
賛助会員 団体入会金 10,000円 年会費 30,000円
賛助会員 個人入会金 無 し 年会費 3,000円
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おおいた成年後見権利擁護支援センター

認定 特定非営利活動法人

理事長
吉田明美
認定社会福祉士
（地域社会・多文化分野）
看護師・精神保健福祉士
ケアマネ・認知症ケア専門士

理事
後藤京子
社会保険労務士

社労士事務所
オフィス◆代表

理事
廣瀬尊章
介護福祉士
早稲田Ｅライフ代表

理事 山内勇人
精神科医
在宅支援クリニックえがお院長

社団法人共社会実現サポート機とんとんとん
理事長

副理事長
大村直樹
司法書士
大分県司法書士会
名誉会長

理事
姫野るみ
消費生活相談員
家庭裁判所調停員

バトンは、本人・親族、最寄りの相談機関から寄せられる権利擁護に関する相談
長寿社会の課題等(高齢者や障がい者に対する虐待対応や成年後見など)について
関係者とともに、連携・協働して解決を目指すという意味が込められています。

理事
渡邉久哉
司法書士

お問い合わせ information TEL：0972-83-5930 FAX：0972-83-7075
〒875-0041 大分県臼杵市大字臼杵字洲崎72-126(臼杵商工会議所1F)
(Ｅ-ｍｅｉｌ) info@osk-baton.com (ＵＲＬ) http://osk-baton. com/

臼津
警察署

至 臼杵市役所

ＪＲ臼杵駅

バトン事務所は

1階にあります。
臼杵

商工会議所

監事
河野将也
認定司法書士
リーガルサポート大分支部副支部長

臼杵
城址

高齢者・障がい者・子どもたちが

住み慣れた地域でその人らしく

幸せに暮らすことが出来るよう

権利擁護支援を行う機関です。

副理事長
髙橋智秀
社会福祉士
社会福祉法人

みずほ厚生センター
法人本部事務局長
あらかし統括管理者
大分県社会福祉会 監事

至 大分

mailto:info@osk-baton.com


すべての人（０歳～１２０歳）の権利を守り地域で安心して暮らしていくために・・・・

主な事業 です.

①成年後見人等の受任
②法人後見支援員

(市民後見人)への
アドバイス・バックアップ
③各市町村から中核機関
の受託
④法人後見事業の立上げ
支援・コンサルティング

成年後見事業

バトン
図書館

バトン講師
派遣事業

バトン
何でも
相談

成年後見制度
に関する相談

体制整備
勉強会

バトン見守り隊
事業

*成年後見制度の周

知啓発活動と市民後
見人の育成に取組ん
でいます。

不要になった書籍を
寄付して頂き無料で
貸し出します。
（蔵書約500冊）

医療・福祉・介護
保険・障がい・消
費者被害・労務関
連等各種専門家
が一同にかいし、
相談を受けます。

権利擁護と成年後見制
度等の相談を受けます。

成年後見等申立書作成
支援や土地や相続等必
要時は専門職へ繋ぎま
す。

中核機関の設置に向けて
の取り組みや正しい知識
を得るための勉強会等を
行っています。

いくつになっても障がい
があっても、社会参加
（社会貢献）と就労が出
来るエンパワメント支援
をおこなっています。

市民後見人
養成講座

バトン
ゼミナール

バトン
図書館

バトン講師
派遣事業 バトン何でも

相談

成年後見制度
に関する相談

エンパワーメント
事業

独居・高齢者の2人暮らし・障

がい者等の安否確認と課題
や不安解消のための見守り
を行います。

講師登録制で登録者
が受託する事業です。
行政や各団体、事業
所に、講義名、講義
内容、講師名等の一
覧表を配布して依頼
を受け日程等の調整
をします。

相談ブース
開設

津久見市ふれあい交流
センターで毎月第4水曜日
に成年後見等に関する
相談会を開催しています

支援者のための
相談窓口

相談員として、生き活きと
業務に携われるよう
お手伝いします。

課題の多い事例や制度利用等
の相談から、支援者としてエネ
ルギーや体力が必要な相談業
務に疲弊しないための心のケア
と息抜きの場としてもご相談を受
けています。

＊障がいがあってもなくても
誰もが集える場所を
提供しています。

要支援者の早期対応に
つなげます。

＊事例検討会・勉強会を
開催しています。

行政・包括・社協職員や
専門職等のみなさんの
資質の向上をはかる
ための取組みを
おこなっています。

(1) 正 会 員 入 会 金 10,000円 正 会 員 会 費 10,000円 （年会費）
(2) 賛助会員団体 入会金 10,000円 賛助会員団体 会費 30,000円 (年会費)
(3) 賛助会員 個人会 費 3,000円 （年会費） 当法人へ入会されませんか



認定特定非営利活動法人
おおいた成年後見権利擁護支援センター
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誰もが自分らしく幸せを感じて暮らせる社会を願って


